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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年2月4日(2010.2.4)

【公開番号】特開2005-198257(P2005-198257A)
【公開日】平成17年7月21日(2005.7.21)
【年通号数】公開・登録公報2005-028
【出願番号】特願2004-322376(P2004-322376)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/44     (2006.01)
   Ｈ０４Ｂ   1/06     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   7/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/44    　　　Ｈ
   Ｈ０４Ｎ   5/44    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｂ   1/06    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/00    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ   7/14    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月11日(2009.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　他のテレビジョン放送受信装置と通信可能に接続されたテレビジョン放送受信装置であ
って、
　前記テレビジョン放送受信装置が受信できるチャンネルで放送される放送番組に関する
第１の番組情報を記憶する第１の記憶手段と、
　前記他のテレビジョン放送受信装置が受信できるチャンネルで放送される放送番組に関
する第２の番組情報を、前記他のテレビジョン放送受信装置から取得する取得手段と、
　取得した前記第２の番組情報を記憶する第２の記憶手段と、
　前記第１の番組情報と前記第２の番組情報とに基づいて、前記テレビジョン放送受信装
置のチャンネル選局と、前記他のテレビジョン放送受信装置のチャンネル選局とを制御す
るために用いる第３の番組情報を生成する生成手段と、
　前記第３の番組情報を前記他のテレビジョン放送受信装置に送出する送出手段と、
　ユーザが前記第３の番組情報を用いて、前記テレビジョン放送受信装置で受信するチャ
ンネルの選局処理を指示した場合、このチャンネルの選局を前記他のテレビジョン放送受
信装置に指示するための選局通知情報を前記他のテレビジョン放送受信装置に送信する通
知手段と、
を有し、
　前記第３の番組情報は、前記第１の番組情報と前記第２の番組情報の中から、前記テレ
ビジョン放送受信装置が受信できるチャンネル及び前記他のテレビジョン放送受信装置が
受信できるチャンネルにおいて同一時間帯に放送され、かつ、少なくとも番組名が同じ番
組と当該番組を放送するチャンネルを抽出して生成される
ことを特徴とするテレビジョン放送受信装置。
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【請求項２】
　他のテレビジョン放送受信装置と通信可能に接続されたテレビジョン放送受信装置の制
御方法であって、
　前記テレビジョン放送受信装置が受信できるチャンネルで放送される放送番組に関する
第１の番組情報を所定の記憶部に記憶する第１の記憶ステップと、
　前記他のテレビジョン放送受信装置が受信できるチャンネルで放送される放送番組に関
する第２の番組情報を、前記他のテレビジョン放送受信装置から取得する取得ステップと
、
　取得した前記第２の番組情報を所定の記憶部に記憶する第２の記憶ステップと、
　前記第１の番組情報と前記第２の番組情報とに基づいて、前記テレビジョン放送受信装
置のチャンネル選局と、前記他のテレビジョン放送受信装置のチャンネル選局を制御する
ために用いる第３の番組情報を生成する生成ステップと、
　前記第３の番組情報を前記他のテレビジョン放送受信装置に送出する送出ステップと、
　ユーザが前記第３の番組情報を用いて、前記テレビジョン放送受信装置で受信するチャ
ンネルの選局処理を指示した場合、このチャンネルの選局を前記他のテレビジョン放送受
信装置に指示するための選局通知情報を前記他のテレビジョン放送受信装置に送信する通
知ステップと、
を有し、
　前記第３の番組情報は、前記第１の番組情報と前記第２の番組情報の中から、前記テレ
ビジョン放送受信装置が受信できるチャンネル及び前記他のテレビジョン放送受信装置が
受信できるチャンネルにおいて同一時間帯に放送され、かつ、少なくとも番組名が同じ番
組と当該番組を放送するチャンネルを抽出して生成される
ことを特徴とするテレビジョン放送受信装置の制御方法。
【請求項３】
　他のテレビジョン放送受信装置と通信可能に接続されたテレビジョン放送受信装置であ
って、
　ユーザにより前記テレビジョン放送受信装置の選局操作が行われた場合、前記他のテレ
ビジョン放送受信装置でも前記テレビジョン放送受信装置で選局されたチャンネルで放送
されている番組が放送されているチャンネルを自動的に選局するように、前記他のテレビ
ジョン放送受信装置を制御可能な第１の視聴モードと、
　前記テレビジョン放送受信装置の選局操作が行われても、前記他のテレビジョン放送受
信装置の選局動作を制御しない第２の視聴モードと、
を有し、
　前記少なくとも２つのモードのうち、いずれか一方のモードを選択するためのユーザ操
作を受け付ける手段と、
　ユーザにより選択されたモードが前記第１の視聴モードである場合、前記テレビジョン
放送受信装置でユーザがチャンネルを選局した場合、前記他のテレビジョン放送受信装置
に対して、前記テレビジョン放送受信装置で選局されたチャンネルで放送されている番組
が放送されているチャンネルを選局するための制御情報を通知する通知手段と、
を備えることを特徴とするテレビジョン放送受信装置。
【請求項４】
　前記他のテレビジョン放送受信装置で受信可能な番組の番組情報を取得し、この番組情
報に基づいて前記制御情報を生成する制御手段を備えることを特徴とする請求項３に記載
のテレビジョン放送受信装置。
【請求項５】
　他のテレビジョン放送受信装置と通信可能に接続されたテレビジョン放送受信装置の制
御方法であって、
　ユーザにより前記テレビジョン放送受信装置の選局操作が行われた場合、前記他のテレ
ビジョン放送受信装置でも前記テレビジョン放送受信装置で選局されたチャンネルで放送
されている番組が放送されているチャンネルを自動的に選局するように、前記他のテレビ
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ジョン放送受信装置を制御可能な第１の視聴モードと、
　前記テレビジョン放送受信装置の選局操作が行われても、前記他のテレビジョン放送受
信装置の選局動作を制御しない第２の視聴モードと、
を有し、
　前記少なくとも２つのモードのうち、いずれか一方のモードを選択するためのユーザ操
作を受け付けるステップと、
　ユーザにより選択されたモードが前記第１の視聴モードである場合、前記テレビジョン
放送受信装置でユーザがチャンネルを選局した場合、前記他のテレビジョン放送受信装置
に対して、前記テレビジョン放送受信装置で選局されたチャンネルで放送されている番組
が放送されているチャンネルを選局するための制御情報を通知する通知ステップと、
を備えることを特徴とするテレビジョン放送受信装置の制御方法。
【請求項６】
　前記他のテレビジョン放送受信装置で受信可能な番組情報を取得し、この番組情報に基
づいて前記制御情報を生成する制御ステップを備えることを特徴とする請求項５に記載の
テレビジョン放送受信装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　本発明に係るテレビジョン放送受信装置は、他のテレビジョン放送受信装置と通信可能
に接続されたテレビジョン放送受信装置であって、前記テレビジョン放送受信装置が受信
できるチャンネルで放送される放送番組に関する第１の番組情報を記憶する第１の記憶手
段と、前記他のテレビジョン放送受信装置が受信できるチャンネルで放送される放送番組
に関する第２の番組情報を、前記他のテレビジョン放送受信装置から取得する取得手段と
、取得した前記第２の番組情報を記憶する第２の記憶手段と、前記第１の番組情報と前記
第２の番組情報とに基づいて、前記テレビジョン放送受信装置のチャンネル選局と、前記
他のテレビジョン放送受信装置のチャンネル選局とを制御するために用いる第３の番組情
報を生成する生成手段と、前記第３の番組情報を前記他のテレビジョン放送受信装置に送
出する送出手段と、ユーザが前記第３の番組情報を用いて、前記テレビジョン放送受信装
置で受信するチャンネルの選局処理を指示した場合、このチャンネルの選局を前記他のテ
レビジョン放送受信装置に指示するための選局通知情報を前記他のテレビジョン放送受信
装置に送信する通知手段と、を有し、前記第３の番組情報は、前記第１の番組情報と前記
第２の番組情報の中から、前記テレビジョン放送受信装置が受信できるチャンネル及び前
記他のテレビジョン放送受信装置が受信できるチャンネルにおいて同一時間帯に放送され
、かつ、少なくとも番組名が同じ番組と当該番組を放送するチャンネルを抽出して生成さ
れることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明に係るテレビジョン放送受信装置の制御方法は、他のテレビジョン放送受信装置
と通信可能に接続されたテレビジョン放送受信装置の制御方法であって、前記テレビジョ
ン放送受信装置が受信できるチャンネルで放送される放送番組に関する第１の番組情報を
所定の記憶部に記憶する第１の記憶ステップと、前記他のテレビジョン放送受信装置が受
信できるチャンネルで放送される放送番組に関する第２の番組情報を、前記他のテレビジ
ョン放送受信装置から取得する取得ステップと、取得した前記第２の番組情報を所定の記
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憶部に記憶する第２の記憶ステップと、前記第１の番組情報と前記第２の番組情報とに基
づいて、前記テレビジョン放送受信装置のチャンネル選局と、前記他のテレビジョン放送
受信装置のチャンネル選局を制御するために用いる第３の番組情報を生成する生成ステッ
プと、前記第３の番組情報を前記他のテレビジョン放送受信装置に送出する送出ステップ
と、ユーザが前記第３の番組情報を用いて、前記テレビジョン放送受信装置で受信するチ
ャンネルの選局処理を指示した場合、このチャンネルの選局を前記他のテレビジョン放送
受信装置に指示するための選局通知情報を前記他のテレビジョン放送受信装置に送信する
通知ステップと、を有し、前記第３の番組情報は、前記第１の番組情報と前記第２の番組
情報の中から、前記テレビジョン放送受信装置が受信できるチャンネル及び前記他のテレ
ビジョン放送受信装置が受信できるチャンネルにおいて同一時間帯に放送され、かつ、少
なくとも番組名が同じ番組と当該番組を放送するチャンネルを抽出して生成されることを
特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明に係るテレビジョン放送受信装置は、他のテレビジョン放送受信装置と通信可能
に接続されたテレビジョン放送受信装置であって、ユーザにより前記テレビジョン放送受
信装置の選局操作が行われた場合、前記他のテレビジョン放送受信装置でも前記テレビジ
ョン放送受信装置で選局されたチャンネルで放送されている番組が放送されているチャン
ネルを自動的に選局するように、前記他のテレビジョン放送受信装置を制御可能な第１の
視聴モードと、前記テレビジョン放送受信装置の選局操作が行われても、前記他のテレビ
ジョン放送受信装置の選局動作を制御しない第２の視聴モードと、を有し、前記少なくと
も２つのモードのうち、いずれか一方のモードを選択するためのユーザ操作を受け付ける
手段と、ユーザにより選択されたモードが前記第１の視聴モードである場合、前記テレビ
ジョン放送受信装置でユーザがチャンネルを選局した場合、前記他のテレビジョン放送受
信装置に対して、前記テレビジョン放送受信装置で選局されたチャンネルで放送されてい
る番組が放送されているチャンネルを選局するための制御情報を通知する通知手段と、を
備えることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明に係るテレビジョン放送受信装置の制御方法は、他のテレビジョン放送受信装置
と通信可能に接続されたテレビジョン放送受信装置の制御方法であって、ユーザにより前
記テレビジョン放送受信装置の選局操作が行われた場合、前記他のテレビジョン放送受信
装置でも前記テレビジョン放送受信装置で選局されたチャンネルで放送されている番組が
放送されているチャンネルを自動的に選局するように、前記他のテレビジョン放送受信装
置を制御可能な第１の視聴モードと、前記テレビジョン放送受信装置の選局操作が行われ
ても、前記他のテレビジョン放送受信装置の選局動作を制御しない第２の視聴モードと、
を有し、前記少なくとも２つのモードのうち、いずれか一方のモードを選択するためのユ
ーザ操作を受け付けるステップと、ユーザにより選択されたモードが前記第１の視聴モー
ドである場合、前記テレビジョン放送受信装置でユーザがチャンネルを選局した場合、前
記他のテレビジョン放送受信装置に対して、前記テレビジョン放送受信装置で選局された
チャンネルで放送されている番組が放送されているチャンネルを選局するための制御情報
を通知する通知ステップと、を備えることを特徴とする。
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